
越
川　
「
ふ
る
さ
と
を
語

る
会
」
は
平
成
7
年
に
、

外
国
か
ら
お
嫁
に
来
た
人

た
ち
に
日
本
語
を
教
え
る

教
室
を
開
催
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

岡
澤　

生
徒
は
何
人
位
い

る
ん
で
す
か
。

越
川　

最
初
は
5
〜
6

人
で
、
小
学
1
年
生
の
教

科
書
を
利
用
し
た
ん
で
す

よ
。
現
在
は
20
人
位
の
生

徒
が
い
ま
す
。
国
際
交
流

協
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

岡
澤　

平
成
16
年
に
会

を
立
ち
上
げ
て
、
日
本
語

教
室
を
行
う
言
語
学
習
部

会
、
通
訳
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
会
、交
流
部
会
、

総
務
・
研
修
部
会
の
4
つ

の
部
会
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
日
本
語
教
室
に
な
か

な
か
生
徒
が
集
ま
ら
な
い

ん
で
す
け
ど
、
越
川
さ
ん

た
ち
の
教
室
に
20
人
も
生

徒
が
い
る
の
に
は
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
一

緒
に
教
室
を
開
き
た
い
で

す
ね
。

越
川　

い
い
で
す
ね
。
で

も
最
近
は
、
日
本
語
教
室

を
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い

ん
で
す
よ
。
生
徒
の
皆
さ

ん
は
あ
る
程
度
読
み
書
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

昼
間
は
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。

岡
澤　

教
室
の
成
果
が
出

談
ふたり・香取・語り

外国人にとって

住みやすい、第 2 の故郷、

何度でも訪れたい

何よりも安心して生活できるまちになればと

活動する二人が

出会い、語り合う

「地元密着の国際交流」

1928 年生まれ。元教員。
ふるさとを語る会代表。発
足当時から外国人のお嫁さ
んに日本の母として慕われ
ている。

シリーズ

香取市の国際交流を語る

1955 年生まれ。香取市国
際交流協会副会長。通訳ボ
ランティアとして佐原町並
み交流館で香取市を訪れる
外国人に観光案内を行う。

て
い
る
っ
て
こ
と
で
す

ね
。
今
ま
で
活
動
を
行
っ

て
き
て
苦
労
し
て
き
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

越
川　

い
ろ
ん
な
国
籍
の

人
た
ち
が
い
た
の
で
、
言

葉
を
理
解
す
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
ね
。
教
え
る
方

も
初
心
者
の
集
ま
り
で
し

た
か
ら
、
教
本
な
ど
で
勉

強
し
た
ん
で
す
。そ
れ
と
、

皆
さ
ん
お
嫁
さ
ん
と
し
て

家
庭
で
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い

る
の
か
が
心
配
で
し
た

ね
。
岡
澤
さ
ん
は
苦
労
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

岡
澤　

も
っ
と
外
国
人
に

来
て
も
ら
い
た
い
と
望
ん

で
い
る
ん
で
す
が
…
。
苦

労
よ
り
も
悩
み
で
す
ね
。

会
の
メ
ン
バ
ー
が
英
文
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
を
空
港
に
置
か
せ
て

も
ら
う
な
ど
の
小
さ
な
努

力
は
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。

越
川　

そ
う
で
す
か
。

岡
澤　

日
本
語
教
室
以
外

に
も
活
動
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
か
？

越
川　

え
え
、
最
近
は

「
お
楽
し
み
会
」
と
い
う

も
の
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
の
状
況
を
話

し
た
り
、
自
分
た
ち
の
国

の
料
理
教
室
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
小

見
川
城
山
の
お
花
見

や
、
栗
源
の
い
も
祭

り
に
参
加
す
る
の
は
、

毎
年
の
恒
例
行
事
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。

岡
澤　

ど
う
や
っ
て

生
徒
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

越
川　

会
員
登
録
し
て
も

ら
い
、
事
務
局
か
ら
連
絡

し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で

す
。

岡
澤　

私
た
ち
も
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
ん

で
す
が
、
日
本
人
の
家
庭

に
い
る
人
た
ち
に
は
連
絡

で
き
る
ん
で
す
が
、
外
国

人
だ
け
で
生
活
し
て
い
る

人
た
ち
に
は
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で

す
よ
。
人
を
集
め
る
と
き

に
も
苦
労
は
し
ま
す
ね
。

越
川　

私
た
ち
は
家
族
ぐ

る
み
で
交
流
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
旦
那
さ
ん
や

お
姑
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

す
る
人
た
ち
も
い
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
と
き
に
上

手
に
家
庭
や
地
元
に
と
け

こ
め
て
い
る
ん
だ
な
と
感

じ
ま
す
ね
。

岡
澤　

越
川
さ
ん

は
外
国
人
の
お
嫁

さ
ん
た
ち
に
と
っ

て
、
心
強
い
存
在

な
ん
で
す
よ
。

越
川　

そ
う
で

し
ょ
う
か
。

岡
澤　

私
は
友
達
か
ら

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
っ
て

い
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
」
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で

す
。
私
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

く
れ
る
会
員
は
宝
で
す

し
、
自
分
た
ち
が
楽
し
く

な
け
れ
ば
人
を
楽
し
く
さ

せ
ら
れ
な
し
、
長
く
続
か

な
い
と
思
う
ん
で
す
。

越
川　

そ
う
で
す
ね
。
私

も
語
る
会
の
皆
さ
ん
に
会

う
こ
と
が
楽
し
み
な
ん
で

す
よ
ね
。
単
純
に
楽
し
い

ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
私
の

元
気
の
も
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

岡
澤　

こ
れ
か
ら
も
外
国

か
ら
の
お
嫁
さ
ん
の
た
め

に
、
日
本
の
お
母
さ
ん
と

し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
対
談 

平
成
18
年
11
月
13
日
）

さ
ん

さ
ん岡

おかざわ

澤美
みなこ

奈子 ×
（香

かとり

取） （岩
いわべ

部）

越
こしかわ

川ひろ
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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

「
単
純
に
楽
し
い
ん
で
す
。

こ
れ
が
私
の
元
気
の
も
と
か
も
」

「
自
分
た
ち
が
楽
し
く
な
け
れ
ば

長
く
続
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
」
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
児
童
の
受
け
付
け

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
を
希
望
す
る

児
童
の
入
所
受
付
を
行
い
ま

す
。

　
　

対
象
児
童

　

放
課
後
帰
宅
し
て
も
、
共

働
き
な
ど
で
保
護
者
の
い
な

い
小
学
校
1
〜
�
年
生
の
児

童
　
　

手
続
き

　

1
月
4
日
㈭
か
ら
市
役
所

児
童
家
庭
課
お
よ
び
区
事
務

所
健
康
福
祉
課
で
入
所
申
請

書
と
在
職
証
明
書
を
配
布
し

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

1
月
22
日
㈪
〜
�1
日
㈬
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

栗
源
児
童
ク
ラ
ブ
（
栗
源

保
育
所
内
）
を
希
望
す
る
人

は
直
接
、
栗
源
保
育
所
（
☎

(75)
2
4
4
6
）
に
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
。

　
　

定
員

□
佐
原
児
童
ク
ラ
ブ
（
佐
原

小
学
校
内
）　

60
人

□
瑞
穂
児
童
ク
ラ
ブ
（
瑞
穂

小
学
校
内
）　

20
人

□
小
見
川
中
央
児
童
ク
ラ
ブ

（
小
見
川
中
央
小
学
校
内
）　

�0
人

□
小
見
川
北
児
童
ク
ラ
ブ

（
小
見
川
北
小
学
校
内
）　

�0

人□
山
田
児
童
ク
ラ
ブ
（
山
田

児
童
館
内
）　

20
人

□
栗
源
児
童
ク
ラ
ブ
（
栗
源

保
育
所
内
）　

20
人

　
　

保
育
時
間

　

授
業
の
あ
る
日
は
授
業
終

了
後
か
ら
18
時
ま
で
。
授
業

の
な
い
日
は
8
時
�0
分
か
ら

18
時
ま
で
。
休
日
は
日
曜
日
、

祝
休
日
、
年
末
年
始
、
お
盆

※
土
曜
日
が
休
日
と
な
る
児

童
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
各
区
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　
　

保
育
料

　

月
額
6
0
0
0
円
、
8
月

の
み
1
0
0
0
0
円
（
お
や

つ
代
別
）

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
☎

(50)
1
2
5
7

　

健
康
福
祉
課☎

(82)
1
1
1
5

　

健
康
福
祉
課☎

(78)
2
1
1
4

　

健
康
福
祉
課☎

(75)
3
0
0
0

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

広報 �【行政情報】

市
役
所
窓
口
の
各
種
申
請
・
手
続
き
も
お
早
め
に

　

年
末
は
、
ご
み
が
大
量
に
出
る
時
期
で
す
。
ご
み
は
、

収
集
日
・
時
間
を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
直
接

搬
入
す
る
場
合
は
、
必
ず
﹁
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い

ご
み
﹂
に
分
け
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各

区
の
年
末
年
始
の
業
務
日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課　

☎
(50)
1
2
4
8

　

年
末
年
始
に
つ
き
、
市
役

所
窓
口
を
は
じ
め
、
各
施
設

は
通
常
の
業
務
日
と
は
異
な

り
ま
す
。

　

市
役
所
お
よ
び
区
事
務
所

の
窓
口
は
、
年
末
は
12
月
28

日
㈭
ま
で
、
年
始
は
1
月
4

日
㈭
か
ら
で
す
。
各
種
届
け

出
や
申
請
な
ど
は
、
お
早
め

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、公
民
館
や
図
書
館
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
施

設
ご
と
に
休
館
日
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し

て
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所　
　

☎
(54)
1
1
1
1

小
見
川
区
事
務
所

☎
(82)
1
1
1
1

山
田
区
事
務
所☎

(78)
2
1
1
1

小
見
川
区
・
山
田
区

○
可
燃
ご
み
の
収
集

　

生
ご
み
な
ど
の
可
燃
ご
み
は
、

年
内
は
12
月
30
日
㈯
ま
で
、
年

始
は
1
月
4
日
㈭
か
ら
収
集
し

ま
す
。

○
不
燃
ご
み
の
収
集

　

空
き
缶
・
び
ん
な
ど
の
不
燃

ご
み
は
、
年
内
は
12
月
28
日
㈭

ま
で
、
年
始
は
1
月
4
日
㈭
か

ら
収
集
し
ま
す
。

○
資
源
ご
み
の
収
集

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
の
資
源
ご
み
の
収
集
は
、

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

○
清
掃
工
場
へ
の
直
接
持
ち
込
み

　

12
月
30
日
㈯
の
午
前
中
ま
で
、

年
始
は
1
月
4
日
㈭
の
9
時
か

ら
受
け
入
れ
し
ま
す
。

○
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
収
集

　

12
月
28
日
㈭
ま
で
、
年
始
は

1
月
5
日
㈮
か
ら
収
集
し
ま
す
。

臨
時
収
集
は
、
12
月
26
日
㈫
ま

で
に
予
約
を
し
た
人
の
み
、
年

内
に
収
集
し
ま
す
。

○
火
葬
業
務

　

12
月
31
日
㈰
ま
で
、
年
始
は

1
月
5
日
㈮
か
ら
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ご
み
持
ち
込
み

清
掃
工
場　
　

 
☎
(78)
2
1
4
4

し
尿
・
可
燃
ご
み
収
集

五
十
嵐
商
会　

 

☎
(78)
3
0
1
4

火
葬
の
予
約

小
見
川
区
事
務
所☎

(82)
1
1
1
1

山
田
区
事
務
所 

☎
(78)
2
1
1
1

佐
原
区
・
栗
源
区

○
ご
み
の
収
集

　

年
末
年
始
の
収
集
は
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。

※
佐
原
区
可
燃
ご
み
…
29
日
は

火
金
コ
ー
ス
、8
日
は
月
木
コ
ー

ス
を
臨
時
収
集
し
ま
す

○
ご
み
の
持
ち
込
み
︵
搬
入
票

必
要
︶

　

年
末
の
持
ち
込
み
は
12
月
29

日
㈮
の
16
時
ま
で
年
始
は
1
月

4
日
㈭
か
ら
通
常
ど
お
り
で
す
。

破
砕
を
要
す
る
木
材
な
ど
の
、

燃
え
る
大
型
ご
み
は
12
月
22
日

㈮
の
15
時
30
分
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
。

○
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
収
集

　

年
末
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
年

始
は
1
月
4
日
㈭
か
ら
浄
化
槽

汚
泥
収
集
、
1
月
5
日
㈮
か
ら

し
尿
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
し

尿
処
理
（
汲
み
取
り
）
の
申
し

急
な
発
熱
に
は

夜
在
宅
当
番
医

　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈮

か
ら
1
月
3
日
㈬
）
に
急
病

に
な
っ
た
場
合
、
次
の
番
号

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
日
の
当
番
医
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
診
療
時
間
は
19

時
か
ら
22
時
ま
で
で
す
。
必

ず
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
☎

(55)
1
0
7
0

込
み
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

○
火
葬
業
務

　

12
月
31
日
㈰
ま
で
で
、
年
始

は
1
月
5
日
㈮
か
ら
通
常
ど
お

り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

ご
み
収
集
と
持
ち
込
み

佐
原
清
掃
事
務
所☎

(58)
1
4
0
0

栗
源
区
事
務
所 

☎
(75)
2
1
1
1

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
収
集

佐
原
清
掃
セ
ン
タ
ー☎(57)

0
5
7
0

火
葬

北
総
斎
場　
　

 

☎
(72)
3
1
6
6

栗
源
区
事
務
所☎

(75)
2
1
1
1

佐原区・栗源区

※ 1：12 月 29 日㈮は佐原区可燃ごみ火・金コースの臨時収集です
※ 2：1 月 8 日㈷は佐原区可燃ごみ月・木コースの臨時収集です
※ 3：破砕を要する木材などは 12 月 22 日㈮の 15 時 30 分までです

ごみの
収集

ごみの
持ち込み

し尿収集

浄化槽
汚泥収集

火葬業務

25 日㈪ 26 日㈫ 27 日㈬ 28 日㈭ 29 日㈮ 30 日㈯ 31 日㈰ 1 日㈷ 2 日㈫ 3 日㈬ 4 日㈭ 5 日㈮ 6 日㈯ 7 日㈰ 8 日㈷

実施

実施

実施

実施　※ 3

実施 臨時収集
※ 1

臨時収集
※ 2

通常

通常

通常

実施受付のみ

通常

通常

実施

お休み

お休み

お休み

お休み

お休み

お休み

お休み

お休み

お休み

市
役
所
窓
口

通常

通常 お休み

小見川区・山田区

※ 4：ペットボトル・ダンボールは通常どおり。びん、缶などの不燃ごみは 12 月 28 日㈭までです
※ 5：直接持ち込みは 12 月 30 日㈯の午前中までです
※ 6：12 月 26 日㈫までに予約が必要です

ごみの
収集

ごみの
持ち込み

し尿･浄化槽
汚泥収集

火葬業務 実施

実施

実施　※ 5

通常

通常

予約の
受付

お休み

お休み

お休み

実施　※ 4

予約の受付

臨時収集　※ 6

実施

25 日㈪ 26 日㈫ 27 日㈬ 28 日㈭ 29 日㈮ 30 日㈯ 31 日㈰ 1 日㈷ 2 日㈫ 3 日㈬ 4 日㈭ 5 日㈮ 6 日㈯

通常 お休み

通常

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年
末
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
年
始
は
1
月
4
日
㈭
か
ら
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市職員の給与公表
勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度額

退職時特別昇給

1 人当たり平均支給額

自己都合

21.00 月分

33.75 月分

47.50 月分

59.28 月分

勧奨 2 号給

1,285 千円

勧奨・定年

27.30 月分

42.12 月分

59.28 月分

59.28 月分

26,452 千円

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度額

自己都合

21.00 月分

33.75 月分

47.50 月分

59.28 月分

勧奨・定年

27.30 月分

42.12 月分

59.28 月分

59.28 月分

香取市 国

種類

滞納処分手当

行旅死病人取扱手当

福祉業務手当

危険手当

保健衛生業務手当

下水道業務手当

火葬業務手当

不法投棄対応業務手当

支給の条件

財産差押えおよび差押え物件引上従事

行旅病人の接触処置作業

行旅死亡人の接触処置作業

生活保護調査または福祉 5 法担当現業員の実態調査

老人ホーム入居者の死亡人の処置

人体に有害な薬剤の取扱い作業、災害時における
現地での応急措置作業

精神障害者などに対する面接相談、訪問指導業務

感染症の患者の収容および患家消毒作業

自宅療養中の感染症の患者などに対して行う家庭
訪問による保健指導、介護または調査

ごみの収集処理作業

犬または猫などの死体処理作業

管渠清掃および汚泥し渣などの処理作業

火葬作業に従事したとき

産業廃棄物不法投棄者の調査、指導業務

1 件

1 件

1 件

日額

1 件

日額

日額

1 件

日額

日額

1 件

日額

日額

日額

200 円

1,000 円

5,000 円

300 円

3,000 円

400 円

200 円

500 円

200 円

250 円

200 円

400 円

250 円

500 円

支給額

一般行政職

福祉職（保育士）

技能労務職

計

男性

10

0

0

10

女性

1

2

0

3

計

11

2

0

13

定年退職

勧奨退職

普通退職

分限退職

懲戒免職

死亡退職

計

1

28

3

0

0

0

32

※職員手当には退職手当を含みません。職員数は平成 17 年 4 月 1 日現在の人数です

(1) 人件費の状況

1　総括（平成 17 年度普通会計決算）

(2) 職員給与費の状況

住民基本台帳人口
（平成 17 年度末）

88,718 人

歳出額 (A)

27,877,495 千円

実質収支

1,064,031 千円

人件費 (B)

7,566,145 千円

人件費率 (B/A)

27.1％

職員数 (A)

815 人

給料

3,420,821 千円

職員手当

431,927 千円

期末･勤勉手当

1,399,483 千円

計 (B)

5,252,231 千円

一人当たり
給与費 (B/A)

6,444 千円

給与費

区分

1 級

2 級

3 級

4 級

5 級

6 級

7 級

8 級

9 級

標準的な職務内容

定型的な業務を行う主事・技師の職務またはこれらと同程度の職務

高度な知識または経験を必要とする業務を行う主事・技師の職務
またはこれらと同程度の職務

主任主事・主任技師の職務またはこれらと同程度の職務

高度な知識または経験を必要とする業務を行う主任主事・主任技
師の職務またはこれらと同程度の職務

主査の職務またはこれらと同程度の職務

副主幹の職務またはこれらと同程度の職務

主幹の職務またはこれらと同程度の職務

課長・副参事または職務の複雑困難および責任の度がこれらと同
程度の職務

部長・区事務所長・参事または職務の複雑困難および責任の度が
これらと同程度の職務

職員数

3 人

41 人

59 人

77 人

160 人

82 人

59 人

64 人

13 人

構成比

0.5％

7.3％

10.6％

13.8％

28.7％

14.7％

10.6％

11.5％

2.3％

3　一般行政職の級別職員数などの状況
一般行政職の級別職員数の状況

※香取市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、それぞれの級
に該当する代表的な職務です

一般行政職

技能労務職

教　育　職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

大学卒

短大卒

香取市

176,800 円

142,800 円

138,400 円

---　円

183,800 円

170,200 円

千葉県

176,800 円

142,800 円

142,800 円

131,500 円

183,800 円

170,200 円

国

Ⅱ種 170,200 円

138,400 円

---　円

---　円

---　円

---　円

区分

(2) 職員の初任給の状況

一般行政職

技能労務職

教　育　職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

大学卒

短大卒

10 年～ 15 年

297,200 円

261,700 円

234,700 円

---　円

335,900 円

---　円

15 年～ 20 年

349,600 円

296,700 円

248,300 円

245,300 円

---　円

---　円

20 年～ 25 年

387,400 円

346,200 円

294,400 円

242,100 円

---　円

401,000 円

区分
経験年数

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

期末手当

3.00 月分

（1.60） 月分

勤勉手当

1.45 月分

（0.75） 月分

期末手当

3.00 月分

（1.60） 月分

勤勉手当

1.45 月分

（0.75） 月分

香取市 千葉県

4　職員の手当の状況

※ (  ) 内は、再任用職員に係る支給割合です。加算措置の状況はいずれも職制上の段階、職務の級等
による加算措置となります

（2) 退職手当（支給率）

※退職手当の 1 人当たり平均支給額は平成 17 年度に退職した職員に支給された平均額です。その他の
加算措置として市、国ともに定年前早期退職特例措置（2%～ 20%）があります

(3) 特殊勤務手当

5　特別職の報酬などの状況

※退職手当の「1 期の手当額」は 4 月 1 日現在の給料月額および支給率に基づき、1 期（4 年＝ 48 月）
勤めた場合における退職手当の見込み額です。収入役は現在空席です

6　職員数の状況
(1) 職員採用の状況

（H17.4.1 ～ H18.3.31）（単位：人）

(2) 職員退職の状況

議会

総務

税務

労働

農林水産

商工

土木

民生

衛生

計

教育部門

消防部門

小　計

水道

下水道

その他

小　計

平成 18 年

  7

175

 61

  3

 49

 19

 60

176

 73

623

179

---

179

 48

 24

 47

119

921
[ 941 ]

平成 17 年

 12

197

 57

  4

 51

 17

 53

174

 70

635

180

---

180

 56

 23

 52

131

946
[ 1,081 ]

対前年増減数

▲   5

▲  22

   4

▲   1

▲   2

   2

   7

   2

   3

▲  12

 ▲   1

---

 ▲   1

▲   8

   1

▲   5

▲   12

▲  25
[ ▲ 140 ]

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合計

区分部門

(3) 部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員数です。[　] 内は条例定数の合計です。平成 17 年の数値は合併前の旧
団体職員数の合計です

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

市長・助役・収入役

議長・副議長・議員

市　長

助　役

収入役

800,000 円

680,000 円

640,000 円

390,000 円

370,000 円

350,000 円

240,000 円

（算定方式）

80 万円×在職月数× 0.45

68 万円×在職月数× 0.25

64 万円×在職月数× 0.20

 4.45 月分（平成 18 年度支給割合）

 4.40 月分（平成 18 年度支給割合）

（1 期の手当額）

1,728 万円

816 万円

614 万円

（支給時期）

任期毎

任期毎

任期毎

報酬

給料

期末
手当

退職
手当

旧佐原市議会議員

旧小見川町、山田町、栗源町議会議員

区分 給料月額など

　市職員の給与や人事行政の状況などを、市民の皆さんに広く
知っていただくため、その実態をお知らせします。

（平成 18 年 4 月 1 日現在）
問い合わせ　職員課　☎ (50)1240

(1) 職員の平均年齢･平均給料月額および平均給与月額の状況

2　職員の平均給与月額･初任給などの状況

①一般行政職
区分

香取市

千葉県

国

平均年齢

43 歳 10ヵ月

44 歳 7ヵ月

40 歳 4ヵ月

平均給料月額

358,900 円

368,842 円

328,477 円

平均給与月額

412,080 円

451,858 円

381,212 円

②技能労務職

※「平均給料月額」とは、平成 18 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均。「平均
給与月額」は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです

区分

香取市

千葉県

国

平均年齢

48 歳 6ヵ月

49 歳 1ヵ月

48 歳 4ヵ月

平均給料月額

313,100 円

329,966 円

286,500 円

平均給与月額

330,748 円

379,474 円

318,595 円

(1) 期末手当・勤勉手当



広報 �2006年（平成 18年）12月 15日

み
ん
な
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
集
～
楽
し
い
1
0
0
ゲ
ー
ム

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
／
監
修

　

体
操
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
い
っ
た

体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム
、
幼
児
や
高
齢

者
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
ゲ
ー

ム
、
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
楽
し
む

ゲ
ー
ム
、
ア
タ
マ
を
使
う
ゲ
ー
ム
、

旅
行
の
と
き
に
楽
し
む
ゲ
ー
ム
、
言

葉
遊
び
な
ど
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
親
し
め
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
イ
ラ
ス

ト
を
使
っ
て
紹
介
。

や
さ
し
く
わ
か
る
楽
典
～
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
も
っ
と
楽
し
む
！

　
　
　
　
　
　
　

青
島　

広
志
／
著

　

楽
譜
は
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
？
な

ぜ
ド
レ
ミ
と
呼
ぶ
の
か
？
音
階
と
調

性
の
関
係
と
は
？
音
楽
を
理
解
す
る

た
め
に
必
須
の
知
識
﹁
楽
典
﹂
を
や

さ
し
く
解
説
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
楽
し
む
す
べ
て
の
人
に
お
く
る
1

冊
。

報
・
連
・
相
の
技
術
が
み
る
み
る
上

達
す
る
！　
　
　

糸
藤　

正
士
／
著

　
﹁
報
告
﹂﹁
連
絡
﹂﹁
相
談
﹂
は
あ

ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
。
報
・
連
・
相
に
は

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を
紹
介

し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

今月のおすすめ

広報 �【まちかど通信】

特
色
い
か
し
た
2
つ
の
イ
ベ
ン
ト

「
い
も
祭
」
と
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

つ
の
助
成
を
受
け
る

3

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。

▲小見川区事務所に設置された測定器

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
﹁
平
成

18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
﹂

と
し
て
、佐
原
区
の
島
羽
台
町
内
会
、

小
見
川
区
区
長
総
代
会
、
栗
源
区
で

助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　

鳥
羽
台
町
内
会
で
は
地
区
の
集
会

所
建
設
を
行
い
、
12
月
10
日
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
総
代
会
で
は
超
音
波
骨
密
度

測
定
器
を
小
見
川
区
事
務
所
に
設
置

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

栗
源
区
で
は
、
城
址
公
園
︵
岩

部
︶
に
す
べ
り
台
な
ど
の
遊
具
を
設

置
し
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

　木枯らし 1 号が吹いた
この日、県内外から 26
チーム、約 1000 人が参
加して開催。沿道を埋め
尽くした観客たちも、寒
さを吹き飛ばすような熱
気あふれる各チームの演
舞に、声援や拍手を送っ
ていました。

11 月 12 日小見川YOSAKOI 2006

 

﹁
栗
源
の
ふ
る
さ
と
い
も
祭
﹂
と
﹁
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら

2
0
0
6
﹂
が
11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
模
様
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
例
年
よ
り
人
出
が

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
一
の
焼
き
い
も
広
場

は
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
フ
ェ
ス
タ
会

場
で
は
、
食
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
店
舗
に

長
い
行
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

両
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
出
し
物
で
観
客
を
わ

か
す
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
﹁
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
﹂
や
佐
原
区
の
﹁
町
並
み

建
物
特
別
公
開
﹂
も
行
わ
れ
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

▲多くの家族連れがおとずれた日本一の焼いも広場

▲どちらを食べるか迷ってしまった
「香取そば」と「かとり丼」

▲小見川鳶組合による「はしごの
り」の演技

　香取郡市の小学生から
高齢者まで、約 250 人
が参加。ヘルスバレー
ボール、ドッジボール、
グラウンドゴルフなどを
楽しみながら交流を深め
ました。今年は、団結力
を発揮した小見川区が優
勝しました。

11 月 12 日スポーツ･レクリエーション中央祭

▲バリアフリーを考慮して建設された鳥羽台集会所

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲城址公園に設置されたすべり台
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「中世の供養塔婆」
板
い た び

碑

Vol.9香取遺産

　

鎌
倉
時
代
以
降
、
仏
教
や
民

間
信
仰
の
普
及
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
石
造
物
が
全
国
各
地
で

さ
か
ん
に
造
立
さ
れ
、
現
在
も

路
傍
や
墓
地
な
ど
に
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

れ
ら
石
造
物
の
う
ち
、
供
養
塔

婆
の
代
表
と
言
え
る
板
碑
を
紹

介
し
ま
す
。

　

板
碑
は
板い
た
い
し
と
う
ば

石
塔
婆
と
も
呼
ば

れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
盛
ん
に
造
立
さ

れ
ま
し
た
。
通
常
、
板
状
の
石

材
を
使
用
し
、
頭
部
を
三
角
形

に
し
て
二
条
の
線
を
入
れ
、
そ

の
下
に
天て
ん
が
い蓋

・
主し
ゅ
そ
ん尊

・
蓮れ
ん
だ
い台

・

三
具
足
（
仏
前
に
供
え
る
香

炉
・
花け
び
ょ
う瓶

・
燭
し
ょ
く
だ
い

台
）
と
と
も
に
、

偈げ
じ
ゅ頌
（
経
典
な
ど
に
あ
る
詩
文

で
、
教
理
を
述
べ
た
り
、
仏
を

讃
え
た
り
し
た
も
の
）・
願
文
・

年
号
・
造
立
者
名
な
ど
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
主
尊
は
、
仏
を

梵ぼ
ん
じ字

で
表
し
た
も
の
（
種し
ゅ
じ子

）

が
多
く
、
仏
の
画
像
を
刻
ん
だ

も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
板
碑
は
、
東
北
地
方

か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
し
、

そ
の
数
は
、
関
東
地
方
だ
け
で

五
万
基
、
全
国
で
は
十
万
基
に

お
よ
ぶ
と
さ
れ
、
各
地
域
で
産

出
さ
れ
る
石
材
の
特
性
や
信
仰

の
差
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
方
色

豊
か
な
板
碑
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
東
で
は
、
緑
泥
片
岩
を
使

用
し
た
武
蔵
型
板
碑
、
千
葉
県

下
の
下
総
地
方
に
は
粘
板
岩
や

雲
母
片
岩
を
使
用
し
た
下
総
型

板
碑
、
神
奈
川
県
に
は
安
山
岩

を
使
用
し
た
相
模
型
板
碑
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

香
取
市
は
、
下
総
型
板
碑
の

分
布
の
中
心
に
あ
た
り
、
数

百
基
か
ら
、
千
基
近
く
の
板

碑
が
分
布
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
最
古
の
下
総
型
板
碑
は
、

谷
中
地
区
に
あ
る
正
嘉
2
年

（
1
2
5
8
）
銘
の
も
の
で
、
鎌

倉
時
代
中
期
に
あ
た
り
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
上
小
堀
地
区

の
長
泉
院
墓
地
で
発
見
さ
れ

た
も
の
で
、
初
期
の
下
総
型

板
碑
の
代
表
例
で
す
。
高
さ

2
4
0

cm
、
幅
58
　

cm
で
、
頭
部

は
三
角
形
に
整
形
さ
れ
、
そ
の

下
に
二
条
線
が
あ
り
、
天
蓋
・

主
尊
種
子
・
蓮
台
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
主
尊
種
子
は
バ
ク（
釈

迦
如
来
）
で
す
。
下
半
部
に
は
、

般は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
り
し
ゅ
ぎ
ょ
う

若
波
羅
密
多
理
趣
経
の
偈
頌

や
「
右
志
者
為
過
去
主
君
道
阿

弥
陀
仏
御
聖
霊
成
仏
得
道
也
」

と
い
う
願
文
、「
正
元
々
年
八
月

廿
四
日
」
の
紀
年
銘
、「
施
主
定

阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
造
立
者
名

が
見
え
ま
す
。
主
君
で
あ
る
道

� 広報【まちかど通信】

そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
そ
の
質

的
向
上
を
意
識
す
る
こ
と
こ
そ
が

﹁
仕
事
の
で
き
る
人
﹂
へ
の
近
道
な

の
だ
。
仕
事
の
進
め
方
の
コ
ツ
を
紹

介
。

か
さ
じ
ぞ
う　
　

瀬
田
貞
二
／
再
話

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
羽
末
吉
／
画

　

貧
し
い
が
心
優
し
い
老
夫
婦
に
6

人
の
地
蔵
様
が
恩
返
し
す
る
お
な
じ

み
の
昔
話
の
絵
本
で
す
。
あ
ま
り
に

も
有
名
な
お
話
な
の
で
た
く
さ
ん
の

絵
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
絵
本
は
藍
色
の
和
紙
を
背
景
に
し

て
扇
面
に
水
墨
画
が
し
っ
と
り
と
描

か
れ
て
い
ま
す
。
素
朴
な
語
り
口
の

文
も
冬
の
情
景
や
老
夫
婦
の
心
情
を

う
ま
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い

年
末
年
始
に
心
温
ま
る
お
話
を
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

最
古
の
下
総
型
板
碑

▲板碑の模式図

▲上小堀地区で発見された
初期の下総型板碑

阿
弥
陀
仏
の
供
養
の
た
め
、
正

元
元
年
（
1
2
5
9
）
に
定
阿

弥
陀
仏
な
る
人
物
が
造
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
「
道
阿
弥
陀
仏
」
は
、

木
内
領
主
・
木
内
胤
朝
の
戒
名

「
道
阿
了
称
」
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
室
町
時

代
に
は
、
板
碑
の
造
立
数
が
爆

発
的
に
増
え
、
月
待
や
庚
申
と

い
っ
た
民
間
信
仰
に
よ
る
板
碑

も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
や
が
て
、
戦
国
時
代
に
入

る
と
、
板
碑
の
造
立
は
下
火
と

な
り
、
近
世
以
降
は
ほ
と
ん
ど

造
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

板
碑
の
造
立
は
、
仏
教
、
特

に
浄
土
信
仰
の
浸
透
と
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の

宗
教
観
を
反
映
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
刻
ま

れ
た
銘
文
は
、
文
字
資
料
の
少

な
い
中
世
と
い
う
時
代
を
知
る

た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
と
な

り
ま
す
。

　東京電力㈱成田支社
より、防犯灯が 20 基寄
贈されました。防犯灯
の設置により、治安向上
や交通安全に役立てられ
ます。各地区の要望の中
から検討して設置されま
す。

11 月 15 日治安向上にと防犯灯寄贈

11 月 10 日統計功労者に表彰
　平成 18 年度統計功労者表彰式が青葉の森公園芸術文化ホール（千
葉市）で行われました。これは各種統計調査に従事し、統計行政の
進展に功績のあった人を表彰するもので、香取市から 9 人が表彰
されましたので紹介します。（敬称略）
千葉県知事表彰　佐藤喜子（佐原イ）、 　削ふさ（佐原ロ）
総務大臣表彰　本宮　治（津宮）、大平淺治（下小堀）、小倉新一（沢）
千葉県統計協会長表彰　飯田みつ枝（谷中）、奥田忠男（上小川）、
髙橋新一郎（大倉）、五　田重雄（大根）

▲会場を盛り上げたみたか連阿波踊り（上）
▲いも祭前夜祭では火入れ式が行われた

▲多くの家族連れがおとずれた日本一の焼いも広場

▲多くの人たちが訪れたフェスタ会場

山形

二条線

天蓋

主尊種子

蓮台
（蓮座）

脇侍種子

紀年銘

花瓶

供養者
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■
内
容　

ヨ
ガ
の
基
本

■
参
加
費　

5
0
0
円
（
4
回

分
・
保
険
料
含
む
）

　

12
月
27
日
㈬
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ　

☎
（50）
1
2
2
1

　

い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
道
具
を

使
っ
て
工
作
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象　

小
学
1
〜
6
年
生

◇
た
こ
作
り
・
た
こ
あ
げ　

1
月
13
日
㈯

◇
手
作
り
バ
タ
ー
に
挑
戦　

2
月
10
日
㈯

◇
の
り
玉
・
手
作
り
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル　

3
月
10
日
㈯

■
時
間　

い
ず
れ
も
9
時
30
分

〜
11
時
30
分

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　

3
0
0
円
（
3
回

分
）

　

1
月
13
日
㈯
ま
で
に
山
田
児

童
館
へ　

☎
（78）
2
1
4
2

　

現
在
、
交
通
事
故
の
多
発
や

外
科
手
術
な
ど
で
、
多
量
・
長

期
に
わ
た
る
輸
血
を
必
要
と
す

る
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
愛
の
献
血
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

献
血
は
血
液
成
分
の
結
果
が

通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
健
康
管

理
の
お
手
伝
い
に
も
な
り
ま

す
。
な
お
、
今
回
成
分
献
血
は

行
い
ま
せ
ん
。

◇
12
月
26
日
㈫　

10
時
〜
15
時

30
分　

香
取
市
役
所

◇
12
月
27
日
㈬　

10
時
〜
11
時

45
分
・
13
時
〜
16
時　

山
田
区

事
務
所

◇
1
月
4
日
㈭　

10
時
〜
15
時

30
分　

香
取
神
宮

　

生
活
福
祉
課
☎

（50）
1
2
0
9

　

健
康
福
祉
課
☎

（78）
2
1
4
2

　

く
す
タ
ー
商
業
協
同
組
合
で

は
、
ス
タ
ン
プ
還
元
事
業
と
し

て
、
夢
の
島
熱
帯
植
物
館
と
横

浜
中
華
街
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
満

点
ス
タ
ン
プ
な
ど
を
加
盟
店
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

2
月
18
日
㈰

■
定
員　

35
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

大
人
…
満
点
ス

タ
ン
プ
4
冊
と
2
0
0
0
円
ま

た
は
満
点
ス
タ
ン
プ
7
冊
、
小

学
生
以
下
…
満
点
ス
タ
ン
プ
2

冊
と
2
0
0
0
円
ま
た
は
満
点

ス
タ
ン
プ
5
冊

■
締
め
切
り　

1
月
18
日
㈭

　

山
田
商
工
会
☎

（78）
2
5
0
4

　

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談
希

望
者
は
、
事
前
に
各
税
理
士
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
1
月
9
日
㈫　

野
村
勲
税

理
士
事
務
所
（
南
原
地
新
田

3
5
3
）
☎

（80）
0
5
5
8

◇
1
月
22
日
㈪　

永
塚
正

雄
税
理
士
事
務
所
（
阿
玉
川

5
1
5
）
☎

（83）
0
0
8
8

※
現
在
、
税
理
士
お
よ
び
税
理

士
法
人
に
税
務
顧
問
を
し
て
い

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

伊
藤　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
0
5
2

　

1
1
0
番
は
、
警
察
連
絡
す

る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

1
1
0
番
通
報
に
お
け
る
お
願

い◎
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
と
き

は
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

◯
現
在
地
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
（
交
差
点
名
、
バ
ス
停
名
、

大
き
な
建
物
な
ど
）。

◯
つ
な
が
り
に
く
い
と
き
は
場

所
を
か
え
て
通
報
す
る
か
、
公

衆
電
話
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

◯
自
動
車
を
運
転
中
の
場
合

は
、
必
ず
安
全
な
場
所
に
止
め

て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
県
境
付
近
で
は
隣
接
の
警
察

本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
電
話
に
出

た
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
（
隣
接
の
警
察
本
部
に

つ
な
が
っ
た
場
合
は
、
千
葉
県

警
察
本
部
に
連
絡
さ
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
の
窓
口

○
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

　

香
取
市
は
、
千
葉
県
一
の
米

産
地
で
す
。
多
く
の
水
稲
農
家

に
支
え
ら
れ
、
水
郷
の
米
ど
こ

ろ
と
し
て
、
今
後
も
発
展
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

生
産
意
欲
の
高
い
農
家
が
集

い
、
将
来
の
米
戦
略
を
検
討
す

る
た
め
「
売
れ
る
米
づ
く
り
研

究
会
」
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

会
の
活
動
趣
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
産
地
の
情
報
発
信
活
動

・
特
選
米
づ
く
り
活
動

・
採
種
ほ
設
置
活
動

・
ゆ
め
か
な
え
の
栽
培
拡
大

　

農
政
課　

☎
（50）
1
2
5
8

 

一
緒
に
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

1
月
9
日
㈫
・
23
日

㈫　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　

健
康
体
操
、
転
倒
予

防
歩
行
訓
練
、
血
流
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
、
デ
ィ

ス
コ
ダ
ン
ス
な
ど（
見
学
自
由
）

　

地
域
文
化
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
田　

☎
（56）
0
7
8
4

☎
0
9
0（
3
5
0
9
）7
2
7
3

　

千
葉
県
で
は
、
地
域
の
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
情
報
提

供
、
助
言
な
ど
を
行
い
、
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
の
普
及
啓
発

を
図
る
「
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

活
動
内
容
な
ど
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
応
募
要
件　

▼
20
歳
以
上
の

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▼

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
活

動
に
取
り
組
む
熱
意
が
あ
る
人

▼
平
成
21
年
3
月
ま
で
2
年
間

活
動
で
き
る
人

※
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
養
成
講
習
会
」
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す

■
申
し
込
み　

希
望
者
は
応
募

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
便
、
F
A
X
、
メ
ー
ル

で
1
月
26
日
㈮
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w.ckz.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
　

㈶
千
葉
県
環
境
財
団
内

千
葉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
〒
2
6
0
ー

0
0
2
4
千
葉
市
中
央
区
中
央

港
1
ー

11
ー

1

☎
0
4
3（
2
4
6
）2
1
8
0

　

0
4
3（
2
4
6
）6
9
6
9

　

occa@
ckz.jp

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
男
女
（
初
め
て
の
人
大

歓
迎
）

■
日
時　

1
月
31
日
㈬
・
2
月

7
日
㈬
・
14
日
㈬
・
21
日
㈬　

19
時
〜
20
時
30
分
（
受
付
は
18

時
30
分
か
ら
）

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
服
装　

運
動
し
や
す
い
服
装

暮
ら
し
の

情
報

広報 【暮らしの情報】

お知らせ

講座
教室

募集
売
れ
る
米
づ
く
り

研
究
会
参
加
者

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

ヨ
ガ
教
室

　平成 19・20 年度に市が発注する建設工事、測量や設計などの委託、物品納入、
役務の提供などの入札に参加を希望する業者は「入札参加資格審査申請」をして
ください。
　香取市上下水道部水道課（旧小見川広域水道企業団を含む）、香取市教育委員会、
北総西部衛生組合、香取広域市町村圏事務組合（旧佐原市外五町消防組合（旧大
栄町、旧下総町・神崎町を除く）、旧小見川町外 2 町消防組合を含む）の入札に
参加を希望する業者も同じ申請になります。
■申請用紙の配布　1 月 9 日㈫～ �1 日㈬　9 時～ 17 時
■受付期間　2 月 1 日㈭～ 21 日㈬　9 時～ 16 時
※それぞれ土、日、祝日を除きます。なお、市独自様式の申請書は市ホームペー
ジ（http://www.city.katori.lg.jp）から取得が可能です。

　財政課　☎ (50)1207

　経済産業省では、製造業を営む事業所を対
象に、工業の実態を明らかにすることを目的
として、毎年 12 月 �1 日現在で「工業統計
調査」を実施します。調査結果は、国や県、
市町村が行う産業振興政策などの各種施策を
決める基礎資料として広く利用されます。
　調査をお願いする事業所には、12 月中旬
から 1 月にかけて調査員が「調査員証」を
携行してお伺いしますので、ご協力をお願し
ます。
　企画政策課　☎ (50)1206

平成19・20年度入札参加資格審査申請

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語

参
加
者

地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員

献
血
に
ご
協
力
を

山
田
商
工
会

バ
ス
ツ
ア
ー

作
っ
て
遊
ぼ
う
教
室

税
の
無
料
相
談

1
月
10
日
は

1
1
0
番
の
日

12
月

2006. December

2002

2003

2004

2005
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香
取
神
宮
周
辺
の
交
通
規
制

東
関
東
自
動
車
道

県
道
香
取
津
宮
線︵
バ
イ
パ
ス
︶

市
道
香
取
１
６
６
号
線

一
方
通
行

一
方
通
行

津
宮 農道

農道

一方通行

潮
来

警
備
本
部

第１駐車場
第２駐車場

佐原香取インター

駐
在
所

第
３
駐
車
場

大
栄

香取神宮

★
表
参
道
歩
行
者

専
用
道
路

←佐原 小見川→

↑ ↑

↑

↓

↑

↑

↑
↑

←

←

県道佐原山田線

→
→

→

駐車場

駐車禁止 車両進入禁止
警備の警察官

◆

◆

◆

↑

 

市民生活課　　☎（54）1138　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）2113　　　市民環境課　☎（75）2113

小見川区事務所　 12月21日㈭　予約日12月18日㈪
市役所　　　　　   1月17日㈬　予約日  1月  9日㈪
栗源区事務所　　   1月24日㈬　予約日  1月18日㈭

●行政相談・人権相談　
　12月20日㈬　13時30分～15時30分

市民生活課　　☎（54）1138　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（75）2113
1月19日㈮　13時30分～15時30分
市民生活課　　☎（54）1138

●消費生活相談　9時～17時
市民生活課　1月11日㈭・25日㈭　☎（54）1138
　市民環境課 12月21日㈭・1月 4日㈭・18日㈭　☎（82）1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
環境安全課　12月26日㈫・1月9日㈫・23日㈫　☎（50）1248
　市民環境課　12月21日㈭・1月18日㈭　☎（82）1123

●子育て相談　　月～金曜日（祝祭日を除く）8時30分～17時15分
　大倉保育所　　☎（57）0643　たまつくり保育所　☎（55）9500
●心配ごと相談　10時～15時	
　社会福祉協議会栗源支所    12月21日㈭　☎（75）2118
　社会福祉協議会本所　　　　1月11日㈭　☎（54）4410
　社会福祉協議会小見川支所　1月18日㈭　☎（83）7071
　社会福祉協議会山田支所　　1月25日㈭　☎（78）1056

●精神保健福祉相談　12月19日㈫・1月19日㈫・16日㈫・23日㈫
　要予約
●エイズ検査（無料）　12月18日㈪・1月22日㈪　13時～14時受付

（予約不要）
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日　要予約
　☎（52）9310　電話での相談（毎週月～金曜日）　9時～16時
●女性のための健康相談 12月28日㈭・1月25日㈭　要予約
　☎（52）9157

☎
0
4
3（
2
2
7
）9
1
1
0

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　

＃
9
1
1
0

○
少
年
セ
ン
タ
ー
（
ヤ
ン
グ
テ

レ
ホ
ン
）

（
0
1
2
0
）7
8
3
4
9
7

○
女
性
被
害
1
1
0
番　

☎
0
4
3（
2
2
3
）0
1
1
0

※
祝
・
祭
日
を
除
く
8
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で

　
「
語
る
べ
ぇ
栗
源
」
の
皆
さ

ん
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙

芝
居
で
心
豊
か
な
ひ
と
時
を
。

■
日
時　

12
月
16
日
㈯　

10
時

〜■
場
所　

栗
源
公
民
館
視
聴
覚

室■
対
象　

幼
児
・
小
学
校
1
〜

2
年
生
と
養
育
者

■
参
加
費　

無
料

　
　
　

教
育
課
☎

（75）
2
1
1
7

　

1
月
21
日
㈰
ま
で
、
恒
例
の

地
図
カ
レ
ン
ダ
ー
展
2
0
0
7

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
図

メ
ー
カ
ー
の
協
力
に
よ
り
地

図
を
あ
し
ら
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー

を
、
展
示
用
だ
け
で
な
く
無
料

配
布
分
も
用
意
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
来
館
の
上
、
気
に
入
っ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。

　

な
お
カ
レ
ン
ダ
ー
は
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
1
人
1

部
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
入
館
に
は
入
館
料
が
か

か
り
ま
す
。

　

伊
能
忠
敬
記
念
館

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
1
1
8

■
日
時　

1
月
7
日
㈰　

8
時

〜
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
の
み
）

の
出
店
者
も
募
集
中

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会　

☎
（52）
1
0
0
0

■
日
時　

12
月
16
日
㈯　

19
時

■
場
所　

街
の
駅
わ
い
わ
い

（
佐
原
駅
前
）

■
内
容　

ギ
タ
ー
と
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
の
ラ
イ
ブ

■
料
金　

2
0
0
0
円
（
軽
食

付
き
）
60
人
限
定

　

ゼ
ッ
ト
や
っ
ぺ
い
社

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
5
5
7
0

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2

○
ク
リ
ス
マ
ス
行
事

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
囲
ん

で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
、
来
館
者
へ
の
お

菓
子
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

博
物
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ

と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
日
程　

12
月
23
日
㈷

○
航
空
科
学
博
物
館
か
ら
一
番

機
と
初
日
の
出
を
見
よ
う

　

1
月
1
日
㈷
の
朝
5
時
に
開

館
し
ま
す
。
新
年
の
幕
開
け
と

し
て
成
田
空
港
の
「
1
番
機
」

と
「
初
日
の
出
」
を
5
階
展
望

室
な
ど
か
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

航
空
科
学
博
物
館　

  　

☎
0
4
7
9

（78）
0
5
5
7

  m
useum

@
aerom

useum
.

or.jp

　

東
総
歩
こ
う
会
で
は
次
の
と

お
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。

◇
1
月
6
日
㈯　

雨
天
決
行

当
日
受
付　

佐
原
駅
6
時
ス

タ
ー
ト　

参
加
費
3
0
0
円　

小
野
川
・
利
根
川
沿
い
に
歩
く

ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
。

◇
1
月
10
日
㈬　

雨
天
決
行　

当
日
受
付　

佐
原
文
化
会
館
9

時
集
合　

参
加
費
1
0
0
円　

香
取
神
宮
〜
側
高
神
社
〜
香
取

駅
16
時
ご
ろ
解
散

※
各
自
脚
力
に
応
じ
て
体
調
を

確
認
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
救
護
車
両
は
あ
り
ま
せ
ん

　

東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志　

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
2
4
6
7

広報【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  9時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138 
受付は予約日の8時30分から10人まで　　          ☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

催し

　成田空港に近い地の利を活かして、昨
年 11 月から佐原―成田を直通で結ぶ小
江戸佐原お散歩バス（Koedo Sawara 
Osampo Bus）「バイリンガル・バス」
が運行しています。
　成田空港周辺への気軽な足の一つとして、ぜひご利用ください。また、成
田から来られる人には、佐原での買い物にお得な割引券も用意されています。

一部区間を運休
　平成 19 年 1 月 1 日㈷から 8 日㈷まで、10 時 35 分発と 15 時 30 分発の香
取神宮発 JR 佐原駅行きの運行を休止し、香取神宮停留所を移動します。
　バスの運行…千葉交通㈱　　 　　　　☎ 0476(22)0783
　　　　　　　NPO 法人コンヴィヴィアル 　☎ (54)1501
　割引券………佐原商工会議所　　 　　☎ (54)2244
　そのほか……商工観光課　　　 　　　☎ (50)1212

小江戸佐原お散歩バス

　

香
取
神
宮
周
辺
で
は
、
12
月
31

日
㈰
〜
1
月
3
日
㈬
お
よ
び
7
日

㈰
・
8
日
㈷
ま
で
図
の
区
域
で
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
現
地

で
は
、
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。
混
雑
緩
和
の
た
め
、

自
家
用
車
の
利
用
は
で
き
る
だ
け

避
け
て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
時
間　

12
月
31
日
㈰
の

23
時
か
ら
1
月
1
日
㈷
の
17
時
ま

で
。
2
日
㈫
・
3
日
㈬
・
7
日
㈰
・

8
日
㈷
は
9
時
か
ら
17
時
ま
で
。

　

香
取
警
察
署　

☎
（54）
0
1
1
0

　

1
月
1
日
㈷
か
ら
3
日
㈬
ま
で

香
取
駅
と
香
取
神
宮
間
で
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
期
間　

1
月
1
日
㈷
〜
3
日
㈬

■
時
間　

1
日
は
8
時
〜
16
時
、

2
日
・
3
日
は
9
時
〜
16
時

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
佐
原
駅　

☎
（54）
3
1
3
1

交通規制図

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

12
月
31
日
㈰
か
ら
1
月
3
日
㈬
・
7
日
㈰
・
8
日
㈷

本
の
読
み
聞
か
せ

地
図
カ
レ
ン
ダ
ー
展

2
0
0
7

小
江
戸
佐
原
の

骨
董
市

東
総
歩
こ
う
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

わ
い
わ
い

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

香
取
神
宮
周
辺
の
交
通
規
制

航
空
科
学
博
物
館
へ

行
っ
て
み
よ
う

× ×

×

×

×

×

×
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早
い
も
の
で
今
年
最
後
の
号

が
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
合
併

し
て
9
カ
月
、
市
内
の
い
ろ
い

ろ
な
話
題
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
所
ば
か
り
。
来
年
も
、

今
年
以
上
に
外
に
飛
び
出
し
、

各
地
域
の
話
題
を
取
材
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　

年
末
に
な
る
と
よ
く
話
題
に

な
る
「
今
年
1
年
を
漢
字
1
文

字
で
表
す
と
…
」
自
分
な
り
に

考
え
て
み
ま
し
た
。
思
い
つ
い

た
の
が
「
慌
」（
あ
わ
た
だ
し
い
）

と
い
う
漢
字
で
し
た
。
合
併
し

て
9
カ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い

の
に
な
ぜ
か
も
う
大
分
前
の
よ

う
な
気
が
し
て
、
あ
っ
と
い
う

間
の
1
年
で
し
た
。　
　
　
（
Ｓ
）

　
「
そ
う
だ
、
京
都
へ
行
こ
う
」
の
セ

リ
フ
で
お
な
じ
み
の
J
R
京
都
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
様
に
、
千
葉
県
で

は
平
成
19
年
2
月
か
ら
4
月
ま
で
、
房

総
発
見
伝
と
銘
打
ち
J
R
6
社
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
集
中
的
に
千
葉
を
P
R

す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ち
ば
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ち

ば
D
C
）」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
千
葉
県
と
市
町
村
・
観
光

業
者
・
地
元
が
一
体
と
な
り
、
全
国
か

ら
多
く
の
観
光
客
を
お
迎
え
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
も
各
種
団
体
な
ど
と
、
観
光
の

あ
り
方
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
方
法
な
ど

の
検
討
を
進
め
、
舟
運
で
栄
え
た
本
市

の
特
色
を
生
か
し
「
歴
史
的
町
並
み
・

食
・
伝
統
工
芸
」
を
核
と
し
て
、
期
間

中
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
地
域
と
事

業
所
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。　

詳
細
は
、
広
報
か
と
り
1
月

15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
ち
ば
D
C
の
概
要

http://w
w

w
.kanko.chuo.chiba.

jp/kanko/

※
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
目
的

地
、
行
き
先
の
意
味
で
す

　

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2

市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
全
国
に
発
信

ち
ば
Ｄ 

Ｃ  

2
月
～
4
月

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

ギャラリーギャラリークリスマスツリーの
ステンドグラス

人口と世帯今月の納期限

 12月28日（木） 12月1日現在
人　口／88,189人（-79）
　　　男43,713人（-54）
　　　女44,476人（-25）
世帯数／28,974戸 （-10）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

　

  

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

香
取
野
の
冬
田
貫
く
列
車
か
な　

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

評
・
香
取
野
と
言
う
呼
び
名
は
実
に
親
し
み
が
あ
る
。
合
併
に
よ

る
香
取
市
を
中
心
と
し
た
一
帯
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
晴

れ
渡
っ
た
冬
田
を
貫
い
て
行
く
列
車
に
、
新
市
を
祝
す
作
者
の
万

感
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

密
度
濃
く
た
な
び
く
今
朝
の
鰯
雲　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
川　

三
朝
（
府　

馬
）

水す
い
と
ん団
の
味
の
た
し
か
や
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

富
子
（
一
ノ
分
目
）

救
急
車
頻ひ

ん
ぱ
ん繁

な
り
し
そ
ぞ
ろ
寒　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畔
蒜　

基
一
（
岩　

部
）

松
手
入
れ
松
よ
り
顔
の
艶
や
か
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
方
と
し
子（
み
ず
ほ
台
）

白
龍
の
ご
と
く
ソ
テ
ツ
の
冬
囲　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪　

延
子
（
白　

井
）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

孫
達
の
送
り
む
か
え
も
暇
に
な
り
夫
と
二
人
山
刈
を
す

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

藤
原　

公
子
（
新　

部
）

評
・
園
児
ぐ
ら
い
の
お
孫
さ
ん
だ
ろ
う
か
。
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
が
送
り
む
か
え
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
し
な
く
て
よ
く

な
り
、
暇
が
出
来
た
の
で
山
刈
り
を
す
る
と
い
う
。
健
康
な
ご
夫

婦
の
微
笑
ま
し
い
歌
だ
。

ま
ぎ
れ
な
き
母
の
声
な
り
う
た
た
寝
の
覚
め
て
現う

つ
し
み身

な

お
寂
し
け
れ	

　
　
　
　
　
　

平
山　

隆
子
（
小
見
川
）

ひ
ら
め
け
る
歌
の
言
葉
を
ス
ー
パ
ー
の
レ
シ
ー
ト
の
裏

に
急
ぎ
書
き
留
む 

伊
藤
か
つ
江
（
津　

宮
）

さ
庭
べ
の
樹こ

下
に
咲
け
る
秋
海
棠
庄
内
お
ば
こ
の
恥
じ

ら
う
如
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶋　

理
子
（
高　

萩
）

車
窓
よ
り
見
る
山
の
べ
に
柿
映
え
て
空
に
は
淡
き
月
出い

で
て
お
り　
　
　
　
　
　
　
　

香
取　

き
み
（
佐
原
イ
）

散
る
落
葉
老
人
カ
ー
に
吹
き
溜
り
召
さ
れ
し
姑は

は
の
二
ヶ

月
が
過
ぐ　

 　
　
　
　
　
　
　

 　

髙
木　

マ
サ
（
岩　

部
）

小見川南保育所

　 すみれ組
年長児のみんな

パ
パ 

憲
人
さ
ん
／
マ
マ 

千
鶴
子
さ
ん

●
横よ

こ
や
ま山 

葵あ
お
いち

ゃ
ん（
佐
原
ロ
）

パ
パ 

修
さ
ん
／
マ
マ 

亜
矢
さ
ん

●
窪く

ぼ
や谷 

響ひ
び
きく

ん（
佐
原
イ
）

広報 【市民のひろば】

お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大

好
き
♥

大
翔
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
。

●
竹た

け
う
ち内 

健け
ん
し
ん真

く
ん（
佐
原
イ
）

パ
パ 

秀
貴
さ
ん
／
マ
マ 

友
美
さ
ん

●
齋さ

い
と
う藤 

美み

お桜
ち
ゃ
ん（
野
田
）

乗
り
物
大
好
き
。1

番
は
パ
パ

の
バ
イ
ク
！

パ
パ 

純
一
さ
ん
／
マ
マ 
美
弥
子
さ
ん

●
藤ふ

じ
え
だ枝 
里り

ほ歩
ち
ゃ
ん（
北
）

我
が
家
の
プ
リ
ン
セ
ス
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね
♥

国民健康保険税

介護保険料

（第 9 期）

（第 9 期）

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

パ
パ 

勝
也
さ
ん
／
マ
マ 

か
お
り
さ
ん

ひ
と
つ
上
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
は
双
子

の
よ
う
に
大
の
仲
良
し

1歳
7カ月

サンタクロース

　きり抜いてある部分（ビ
ニール）をぬるのに、ビ
ニールが動くので少し大
変でした。クリスマスツ
リーには自分たちの大好
きな物を飾りつけました。

1歳
10カ月

城山公園 小野川沿い

香取神宮


